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CSCWを 促進する要因 とは?

一DSPSモ デルに よる考察一

o
佐 野 彰

【要旨】
㌧

wikiを 活 用 したCSCW(Compute卜SupportedCoQperativeWork:コ ン ピ ュー タを活 用 した協 同作 業)実 践4件 を

分 析 し、活動 を促 進 す る 要 因 お よ び阻 害 す る要 因 につ い て考 察 を加 え た。参 加 者 が活 動 を行 う段 階 を4つ に分 類 し、

.そ の構 造 をDSPSモ デ ル と して提 示 した 。 さ らにそ れ ぞ れ の段 階 に お い て、 参 加 者 の 活 動 を促 進 す る要 因 を ま とめ

た。

1.は じめ に

1.1.問 題 意 識

1994年WardCunninghamに よ つて初 めて のwikiサ ーバ ーが発 案 された(Bo&Ward2002,p.17)。 ハ ワ

イ語 で 「素早 い」「形式 ば らない」とい う意 味 を持 つ 「wiki(ウ ィキ)」 とい う システ ム は、web上 でのCSCW

の あ り方 を変 え て きた。従 来 のHTMLやBBS、 メー リ ング リス ト等 を用 い た活動 と比 較 して 、.より簡単 な

方法 でwebペ ー ジ を共 同 で編集 す る事 がで きる特徴 を持 ってい る。

wikiの この特徴 を活 か した 、CSCWの 実践 も多 く行 わ れた。Guzdia1(1998)に よるCoWebの 実践 をは じ

め とし、 山下(2004)に よる プ ログラ ミング学習 でwikiを 活 用 した実践 、 また吉住(2005)や 伊藤(2003)、

佐 野(20C4)の よう に、ゼ ミナ ール や研 究 室 とい う小 さな コ ミュニテ ィでwiklを 活 用 した実践 が 多 く行 われ.

て いる。 これ らの 先行 事例 で は、wikiを 用 い た こ とで 、webペ ー ジの編 集 が簡 単 に な り、そ の結 果 、web

を介 しての情 報共 有が 行 われ た事例 が報 告 され て いる。 しか しなが らシステ ムの機 能面 につい ての 言及 が

多 く、 シス テ ムを活用 してい る組織 につ いて言 及 して い る もの は少 な い。

筆 者 はwikiを 活 用 した 実践 活動 を4件 行 って きた。全 て同 じシステ ム を用い たが 、参 加者 が 多 く活 発 な活

動が あ った事 例 もあ れば 、 ほ とん ど活動 が 見 られ なか っ た事 例 もあ る。 同 じシステ ム を用 い なが ら、活 動

に大 きな違 いが生 じた原 因 は どこにあ る のだ ろ・うか。 その原 因 は、 組織 の持 つ雰 囲気 や 、参加 者 を取 り巻

く状 況 な どにあ るの で はない か推 測 した。

本 論文 で はwikiの 事例 を分 析 し、Rogersら に よる イ ノベ ー シ ョ ンの普 及 に関 す る知見 、お よびBatesの 大

学 内 におけ るサ ポ ー ト体 制 の分類 な どの知 見 を活用 し分析 を行 い 、CSCW活 動 を促 進す る要 因 につ い て考

察 を加 え る。

1.2.wikiと は 何 か

本論 で紹 介す る実践 は、wlkiを 用い た もので あ る。ここでwikiの 仕 組み につ いて 、簡単 に触 れて お きたい 。

wikiと し℃最 も知 られ てい るの は、 オ ン ライ ン百 科事 典 の「Wikipedia(ウ ィキペ デ ィア)」だ ろ う。Wikilpe-

diaで はMediaWikiと い うシス テム が用 い られて い るが 、その他 に もpukiwikiやSwikiな ど、wikiに は多 くの

ク ロー ン(派 生 した システ ム)が あ る。

wikiはwebペ ー ジ を編 集 ・表示 す るた めの システ ムで あるが 、 ブ ラウザ か らペ ー ジの内 容 をす ぐに編集

す る こ とが で きる所 が大 きな特徴 で あ る(図1)。 通 常 のwebペ ー ジの作 成 ・編 集 で は、「ホ ームペ ー ジ ビル

ダー」や 、「Dreamweaver」 な どのwebコ ンテ ンツ制作 ソフ トを用 い る方法 が一般 的 で ある。ユ ーザ ーは そ

れ らの ソフ トを使 って 、webペ ー ジに必 要 なデ ー タ(HTMLデ ー タや 画像 デ ー タな ど)を 作成 し、webサ ー

バ ー上 の特 定 の場 所 に デー タをア ップ ロー ド(FTP)す る。
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一 方wikiに よるwebペ ー ジの編 集の場 合
、webサ ーバ ー にwikiシ ステ ムが動 作 して いれ ば、ユ ーザ ー は専

用の ソフ トを必 要 と しな い。wikiシ ステ ムに よっ て作成 され たwebペ ー ジは、通 常 のwebペ ー ジ と何 ら変 わ

りな く閲 覧す る こ とが で きる。さ らに、webペ ー ジ内 にあ る ボ タ ンをク リ ックす るな どの操作 に よ り編 集 モ

ー ドに切 り替 え る こ とで 、ブ ラ ウザ か らそ のペ ー ジ を編 集す る こ とが で きる。 ブ ラ ウザ内 に表示 された入

力 フ ォーム(枠)に 文 字 を入力 す る こ とで 、す ぐに更新 される(図2、 図3)。

また、wikiシ ステ ムに よっ て異 な るが 、多 くの場 合 、文字 だけで は な く画像 を貼 り付 けた り、表 を作成

した り、 高度 な表現 が 可能 で あ る。
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2.さ まざまな活動事例

筆 者が 行 ったwikiを 用 い た実 践 を紹 介す る。

2.1.筆 者 の ゼ ミナ ー ル で の 活 動

2.1.1.活 動 の 概 要

2005年4月6日 か ら行 って い る実 践 で、wikiで 作 成 した サ イ ト「さのの頭 ン中」へ の書 き込 み活動 を行 っ

.て い る。 なお 、 この実 践 につ い ては、佐 野(2005,2006a,2006b)で 詳 しく述 べ られ てい る。

2.1.2.活 動 の 結 果

まず筆 者がwikiに よるサ イ ト 「さのの頭 ン中」を構 築 した(図4)。 次 にゼ ミ学 生 の活動 の拠 点 となる ト

ップペ ー ジ 「○○ の頭 ン中」をそれ ぞれ作 成 した。筆 者 はゼ ミ学生 に対 し「みん なの好 きな分野 につい て、

この ペ ー ジに 自由 に書 き足 して欲 しい」 と依頼 した。 この 実践 は フ レネ活動 を応 用 した もの で、 自 らの語

りをwikiで 共有 す るこ とに よ り、ゼ ミ内で の情 報 の蓄 積 と、他 の メ ンバ ー との 「つ なが り」を強化 す るこ と

を目標 と してい た。 なお 、 フ レネ実 践 とは フラ ンスの教 育 学者 セ レス タ ン ・フ レネに よる活動 で 、生徒 達

が執 筆す る作 文 を学 習材 と し、 その作 品 の印刷 、保 管 や共 有 を通 し、生 徒 の生活 か ら生 み出 され る語 りを

重視 した教育 活動 で あ る。

ゼ ミ学 生 と筆者 は お互 いの 活動 に刺 激 を受 け、書 き込 み 件数 や ア クセス数 を競 い合 うな どの競争 意 識が

働 き、活 発 な活動 が見 られ た。活動 を開始 して6ヶ 月 で、総 項 目数1040項 目、のべ 書 き込 み 回数 は3018回 に

達 し、膨 大 な情 報が サ イ トに集約 され た。学 生 の 自由な 興味 か ら書 き込 ま れ た内容 は、「ガ ン ダム」 か ら

「ピカソ」 とい っ た広 範 囲 に渡 り、筆 者 の担 当 して いる他 の学 年 の授 業 で も使用 で きる充 実 した学 習 材 と

な っ た。

当初 、 この活 動 はゼ ミ学生 の みの クロー ズ ドな もので あっ たが 、他 の学 部の学 生 な どか ら活動へ の参加

申 し出 もあ り、 学部 や学 科 を超 えた交 流 が行 わ れ、創作 活 動が 活発 にな った こ ともあ る。 また 、 このサ イ

トが コ ミュニ ケー シ ョンの 中心 とな り、 ゼ ミ生 同士 の交流 も盛 んに な り、 ゼ ミ室 に集 まる学 生 も増 える な

どの変化 が起 きた。 また、ゼ ミ生 の 間で正 統 的周 辺参加 に よる学習 の過 程 も観 察 され た。
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図4さ のの頭 ン中の画 面

2.1.3.問 題 の 発 生 と活 動 の 終 息

活発 な活動 が 続 いて いたが 、2005年 の12月 ぐらい か ら、い わゆ る 「荒 ら し」が頻発 した。「荒 ら し」 とは

吉住(2005>が 指摘 して いる よ うに、wikiの 欠 点の 一つ で あ り、誰 で も編 集 可能 であ る とい うwikiの 利 点 を
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悪 用 した 第3者 に よる改 窟 の こ とで あ る。筆 者 の使用 してい たwiki(pukiwiki)に は更新 され た内容 を自動

で バ ックア ップす る機 能が備 わっ てい たが 、ペ ー ジが完 全 に削除 されて しま うと、バ ックア ップデ ー タ も

削 除 され て しまい復 活 す る こ とが で きない とい う事 態が 数 回発 生 した。

荒 ら しを防 ぐた め には 、編 集 す るた め にユ ーザ ー認証 を行 う しか有 効 な手段 が なか っ た。 筆 者 は、デ ー

タを認 証 が可 能 な新 サ ーバ ー に移行 し、ゼ ミ生 だ けが編 集で きる よう に対 応 した が、予 想 に反 して 更新 の

回数 は次 第 に減 って きた。現 在(2007年11月 〉 で は、更 新が 全 く行 われ てい ない状 況 であ る。

更新 回 数が 減 った理 由 につ いて 、 イ ンフ ォーマ ルに学 生 に質問 した とこ ろ 「新 た にパ ス ワー ドを覚 え

る事が イヤ」 「活動 の 中心 となっ てい た4年 生が 卒業 して しま った こ と」 「SNSサ ー ビス のmixiに ネ ッ ト

での活 動 を移 した」 な どが 回答 が得 られ た。

2.2.芸 術 学 部webサ イ トで の 活 動

2.2.1.概 要

筆者 の 所属 す る九州 産業 大学 芸術 学部 で行 って いる実 践で 、教 職 員 に よる 自発 的 な学 部 サ イ ト運 営 をめ

ざ した もので あ る。2003年4月 か ら現在 に至 るまで の活 動で あ り、 その方 法 の違 い に よ り4つ の時期 に分

かれ る。 この 活動 の内容 は佐野(2006、2007)に 詳 しい 。

第!期 は教 職員 有志 によるHTMを 用 いたwebサ イ ト構 築 であ った。当初 は各 自が協 力 して活 動 して いた

が、HTMLに よる更 新作 業 は協 同作業 が 困難 で あ った。サ イ ト運営 が2ヶ 月経過 した時 点で 、更新 作業 が

筆 者 に集 中 して しまい、活 動が 継続 で きな くなっ て しま った。 この 反省 を元 に した第2期 の活 動で は、 ど

こか らで も更 新で きる よう に、blogシ ス テムで あ るMovableTypeを 導 入 した。しか しblogは 時 系列 で情 報

が表示 され る特 徴 があ る。 この特徴 は 日記 や新着 情 報 な どの即時 性 が求 め られ る情 報 に は適 して いたが 、

教 員 の プ ロフ ィールや 学部 の紹 介 な どの情報 には適 してお らず 、活動 が ほ とん ど行 われ なか った。 第3期

は簡単 な操 作 でwebペ ー ジが構 築 で きる特徴 を持つ ソフ トウ ェア 「IDforWebLiFE零 」を各学科 の担 当者 に

使 用 して もらい 、学科 ご との分 業 に よるサ イ ト運営 を試 み たが 、 ソフ トの使 い方 が難 しい とい う意 見や 、

検 索 エ ン ジ ンに ヒッ トしない とい う問題 が指 摘 され、成 果 は上 が らなか った。

第4期 は 、2006年4月 か らの実 践で あ る。前述 した筆者 の ゼ ミでwikiを 活用 した実践 に よって得 られ た知

見 を参考 に し、wikiを 用 いた サ イ ト(図5)を 運営 してい る。

図5=芸 術 学 部webサ イ ト(hUp:〃an.kyusan-u.ac.jp/)
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2.3.利 用 の 状 況

このwikiに よるサ イ トは2006年4月2日 か ら運用 を開始 した 。そ の後 、4月6日 の全教 員が 集 まる会 議

で 、新 しい学 部webサ イ トにつ い て説 明 を行 った。「この サ イ トは学生 の ため の もので あ る」 とい う基本 方

針 を説明 し、更新 作 業へ の参加 を呼 びか けた。 事前 に学 部 長 と も話 し合 い を行 い、学 部が 公式 にサ イ トを

運営 してい る とい う姿 勢 を初 め て伝 える こ とが で きた。 そ の呼 びか けの 反響 は大 き く、会 議 の直後 に9名

の教 員か ら更 新方 法 につ いて の質 問 と指 導 依頼 を受 け た。 数 日かけ全 て の教 員 の元 で 更新 方法 につ い て説

明 を行 った ところ、7月 まで の3ヶ 月間 に11名 の教 員 が更新 作 業 に参加 した。

この活 動 を広 く普 及 させ るべ く、 第1期 か ら第3期 まで の活動 の失 敗 を分析 し、「wikiに よる使 いや すい

イ ンター フェ イスの提 供」 「会議 の機会 を利 用 し、教職 員へ の十 分 な告知 を行 う」 「操 作方 法 の説明 会 を要

求 があ れ ば可 能 な限 り行 う」「質 問へ の素 早い 回答 とサ ポ ー ト」な どの改 善 を行 った 。特 に力 を入 れ たの は

質 問へ の迅速 な回答 であ った 。 メー ルや電 話 で対応 す るの で はな く、可 能 な限 り直接 質 問者 の も とに出向

き、実際 の環 境 で回答 を行 う ように努 め た。

次 第 に筆者 以外 に もwikiの 使用 方法 に精 通 した者 が 現 れ、筆 者 が不在 時 に 、筆 者の かわ りに質問 に対 す る

サ ポ ー トを行 って くれ た こと もあっ た。また、このwikiを 用 いた活 動 の重 要性 を他 者 に説得 し、活用 を勧 め

て い る者 もい る。現 在.(2007年1}月 〉 まで に更 新 に参加 した教 職員 の数 は 、23名 に達 した。

2.3.1.サ イ トの 利 用 状 況 とア ンケ ー ト分 析 結 果

図6に サ イ トの トップペ ー ジア クセス数 の推 移 を示す 。 全体 と して ア クセス数 は増 加 の傾 向 にあ る。
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図6ト ップペ ー ジの ア ク セス数 推移(2006年4月 ～2007年7月)

2007年11月 に、芸術 学部 の教 職 員全 員 に質問 紙調 査 を行 った 。そ の結果90%が 「見 た こ とがあ る」と回答

した(N=40)。 また 、 どの ぐ らい の頻度 で 見て い るのか とい う質問 に対 して は、「毎 日見 る」が17.1%、 「2

日に一度 見 る」が17.1%、 「3日 に一 度見 る」 と 「1週 間 に一 度見 る」が どち らも20%、 「1ヶ 月 に一度」が

25.7%で あ った。

芸 術学 部 サ イ トの 「全体 の印 象が 良 い」 とい う質問 につ いて 、「やや 思 う」 と回 答 した もの が48.6%で 最

も多か っ た。「情 報量 が十 分 であ る」につ いて 「や や思 う」が40.0%、 「役 立 って い る情 報 が提供 されて い る」

は 「や や思 う」が48.6%、 「芸術 学部 とって効 果 があ る」 は 「とて も思 う」が54.3%、 「今後 も活動 を続 け て

い くべ きで あ る」 は 「とて も思 う」 が77.1%と なっ た(表1)。
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表1芸 術学部サイトに対する印象

醐曜..贈 金

全体の印象は良い 0.0%

.目馳 ・ゆ ・.o飛 麿...

o.o% 20,0%

.ρ.頓 φ ..順 。 器...ぴ.`5..

48筋i31賜

情報量は十分である 5.7% 86% 34、3% 4α・%i143%

役立っている情報が

提供されている
Q.Q% 11.4% 25.7% …%]二1　

芸術学部とって効果

がある
O.0% 2.9% 8.6% 37、1% 54.3%

今後も活動を続けて

いくべきだと思 う
0、0% o,o% 0.0% 25・7%1 77.1%

wikiを 用 いた活 動 に 「参 加 した」と回答 した の は50%に 当 たる20人 で あ っ た(N=40)。wikiの 使 いやす い

さにつ いて 、「とて も使 い やす い」 も しくは 「や や使 い やす い」 と判 断 したの は36.8%、 「どち らと もい え な

い」が15,8%、 「や や使 い に くい 」が10。5%で あ っ た。総 じて、使 いやす い とい う反応 が あ る ことがわ か った。

また 、wikiを活用 した活動 に参 加 した きっか け、お よび参加 してみ て感 じた こ とにつ い て 自由記述 を求 め

た ところ、以 下 の よ うな回答 を得 た(原 文 ママ)。

■ 筆者 が行 った講習 会 が きっ かけ であ った回 答

・佐 野 先生 の ホー ムペ ー ジ を見 て。 思 った よ り簡単 だ と感 じた。

・佐 野 先生 の講 習会 に 出 て 「でき そ う」 と思 えたか ら。簡 単 そ うで も旨 くい かず 、先生方 のペ ー ジ をコ

ピー して取 り繕 っ てい る。佐 野先 生の ペ ー ジも更新欄 に出 すべ きです。

・佐 野 先生 の講 習 が きっ かけ。 も っ と協 力 した いが雑 務 が多 くて……残 念 で す。時 間 が取 れ るな ら、専

門分 野(版 画)の 情報 を充 実 させた い。

・佐 野 先生 が とて も熱心 に推 進 してい る か らζ 少 しで も協 力 しよ う と思 った のが き っか け。で きれ ば も

っ と視 覚的 に イ ンパ ク トの ある メ ッセー ジ を配信 で き るよ うに な りたい し、作成 作業 に も参 加 してみ

たい。

・グルー プで の呼 び か けによ り参加 。更 新の ための 時間 が ほ しい。

・wiki導入者 の熱 意 に動 か され たか ら

■ 授 業 での活用 等 、学 生 のた めの行 動 が きっ か けであ っ た回 答

・授業 に活 用 で きれ ば と思 い。 学生 への メ ッセ ー ジ発 進 の場 と して。 自分 自身 の仕 事 を客観 的 に見 る場

と して活 用 で きれ ば

・学 内(学 生 む け)の 連 絡 で更 新 しま した。 総 じて有 効 だ と思 っ てい ますが 、 デ ィ レクシ ョンに係 わ れ

る関係者 の コ ンセ ンサ スは(メ デ ィアの性 格上 必然 的 とはい え)限 界 が あるの か な と思 い ま した。

・ム ダ な時間 、空 間 を削 減 で き るツ ール であ り、組織 全 体の 情報 共有 が で きる点 で 、こ れか らの世 界 に

は必 須 のア イテ ム だ と思 い ます。Wikipediaの 成 功 、オー プ ンソ ース にお ける活 用 、wikiとい うし くみ は

登場 す べ く して登 場 した もの だ と思 い ます。

・研 究室 の活動 、学 生 の活 動 な ど を外部 に発 信 す る場 と して活用 させ てい ただ いて お ります。 操作 が簡

単 なの で思 いつ い た らす ぐに更新 でき るこ とろが 良い と思 い ます。

・学生 が コ ンテス トで受賞 す る と、多 くの学 生 が 「私 もが ん ばろ う」 とい う意 見 をよ く聞 く。 報告 す る

学生 も 「ホ ームペ ー ジに のせ て くだ さい。」と、 とて も うれ しそ う。 また、作 った作品 がネ ッ ト上 で見

れ る こ とで 、独 り暮 ら しの学 生の 両親 や 、被 写 体 に なっ たモデ ル に 自慢 で き るのが うれ しいよ うです 。

・在学 生 の利用 が増 え、学部 事 務室 か らの お知 らせ を通 知 したい と思 ったの が きっ た けです。学 生 が事

務室 よ りupし た項 目 を見 て事務 室 を尋 ね て きて くれて うれ しか ったで す。

圏 自分 の行 動 に喜 び を感 じて いる とい う回答 な ど。

・自分 に つい て書 く項 目の作 り方 を教 えて も らった こ とが き っか けです。 この項 目 に書 き込 む ことに喜

び を感 じて いま す。

・自分 自身 の業 績 が増 してい るか ら、正確 さを伝 える ため

・
.学部学 科 の宣伝 にな る と考 えて
・お も しろそ うだ と思 っ たか ら。反応 があ る と うれ しい 。仲 間 が増 える ともっ と うれ しい 。
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・きっか けは必要 に迫 られ て。感 じた こ とは更新 で き る先生 に負担 が か か りすぎ だ と思 い ます 。あ とは

温 度差 があ る点 が気 に なり ます。

筆 者の 活動 や熱 意が 、他 者 の行動 を促 進 した こ とや 、学生 の ため に なる活 動 だか ら参加 した とい う動 機

な どが ア ンケー ト結 果 か ら判 断で きた。

また、wikiを 用 いた活 動 に参加 してい な い理 由 につ い て、自由記述 回答 を含め12件 の 回答が あ った(複 数

選択 あ り)。「多忙 のた め参加 す る機 会が な い」と回答 したのが7件 、「参加 方 法が わ か らない ・難 しい と思

った」 とい う回答 が6件 、「参 加す る必 然性 が感 じられ ない」 が4件 、 「全 学 的取 り組 みが 望 ま しい」 が1

件 、 「理 由不 明」 が1件 で あ った。

2.4.独 立 行 政 法 人Yで の 事 例

2.4.1.概 要

筆 者の ゼ ミナ ール でのwiki実 践 で一 定 の成果 が あ った こ とを参考 に し、独立 行 政法 人Y(以 下 、法 人Yと

記載)か ら提 示 され た問題 を解 決 す るた め に、wikiの 応用 を試 み た実践 を行 った(2006年4月)。

当 時の 法 人Yで は 、広報 活動 は庶 務 課が 行 って い た。 しか し、そ の法 人Yが 行 ってい る主 な活 動 は別の

部署 が担 当 して いた。 当時 、庶 務課 で 広報 の担 当者 で あ った1氏 に とって 、広報 に関係 す る部 署 が複 数あ

る こ とは、 スム ース な意思 決定 の妨 げ とな ってい る こ とを感 じてい た。 そ の よ うな状 況 で は各部 署 の負担

も大 き く、部 署が 得 た情報 や知 識 な どを他 の部 署 と共有 す る こ とが 困難 で あ った。

そ こで 法 人Yで は 、新 た な広報 活動 の あ り方 を模索 す る活動 が始 ま り、wikiの 活用 を検討 す る こ とにな っ

た。1氏 よ り依 頼 を受 けた筆 者 は法 人Yに 出張 し、職 員 を対 象 と した説 明 会 を開催 した 。wikiに 関 す るテ キ

ス トをを配付 した後 、wikiの 概 要 の説 明 を行 い、 その 後実 際 にwikiを 用 い た演 習 を行 った。

現場 で の普 及活 動 の リー ダー とな りうる1氏 には、wikiに 関 す る よ り高度 な 内容 も伝 え、wikiを 活用 した

CSCWを 運 営す る ため の説 明 を行 った。

2.4.2.結 果

1週 間 ほ どテ ス ト運 用 を行 っ た。1氏 がwikiの 魅力 を言 及 し、他の 者 の参加 を促 す 内容 を書 き込 ん でい た

が、1氏 以外 の書 き込 み は な く、数 項 目を追加 した持 点で 更新 が行 わ れな くな った。

この状 況 につ いて先 日(2007年11月)1氏 に メール で イ ンタ ビュー を行 った ところ、法 人Yの 内部 で、

wikiに 関 す る2つ の 問題点 が あ った こ とが わ か った。1つ は 「誰 で も書 き込め る」とい う仕 組 み に よって 、

法人Yと して発 信 す る情報 の責 任所 在 が曖 昧 に なって しま う問題 で あ った。 も う一 つ は 「荒 ら し」等 の セ

キ ュ リテ ィ面 で の危険 性 で あっ た。 これ らの懸 案事 項 は 日々の 多忙 な業 務 の中 で、 解決 が先 送 りに され て

しま ってい た。1氏 の異動 に伴 い、 この活 動 は完全 に休止 してい る状態 で あ る。

なお、1氏 の指摘 した懸 案事 項 で あるが 、書 き込 む者 を限定 す る機 能 につい て は、認 証機 能 の追加 設定

で容 易 に対応 可能 で ある。 しか しなが ら、情報 発信 の 責任 所在 な どの 問題 は、組 織 の 内部で システ ム を ど

の よ うに活用 してい くの か とい うル ールづ くりの重 要性 を示唆 してい る。

2.5・.学 内 施 設Sで の 事 例

2.5.1.概 要

本学 におい て実験 機 器 を管理 してい る施 設Sで は、 近年 の予 算削 減 の流 れ を受 け 、毎年 発行 して いる機

器操作 マ ニ ュア ル を削減 す る ことに なっ た。施設Sの 運 営委 員会 の一 員 であ る筆 者 は、善後 策 と して、wiki

を用 いて マ ニュ アル を ま とめ 、同 時 に施設Sの 広報 活動 に用い る活動 を提案 した(2007年4月 ～)。

既 に芸術 学 部 のサ イ ト運 営 で一定 の成果 を挙 げ てい たの で、 システ ムの動 作環 境等 は芸 術学 部 で の実践

と同 じもの を準 備 し、 コ ンテ ンツの制 作が で きる環 境 を整 えた 。実 際 の作業 は施 設専 任 のK氏 が 行 う こ と

に なった 。
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2.5,2.結 果

2007年11月 現在 、 項 目の更新 はほ とん ど進 んで い ない。K氏 にメー ル に よる イン タ ビュ ー を行 った とこ

ろ、作 業が 進 んでい ない要 因 と して 、 オ ンラ イ ンヘ ル プの 中に ある専 門用 語が わ か りに くか った と指 摘 し

てい る。疑 問が 生 じた際 にヘ ルプ を参照 して も、専 門用語 が詳 しい説 明が ない まま用 い られて い て、理解

が 困難 であ った と指摘 して いる。

ま た」そ れ以外 に担 当のK氏 と筆 者 との関係 が 密接 で無 か っ たこ と も原 因 と して考 え られ る。筆者 とK

氏 とは会議 な どで は会話 を交 わ すが 、 それ以外 の状況 で は会話 を行 う機会 は無 か った 。実 際 には 、K氏 が

作業 中に疑 問 を感 じて も、筆 者 に メー ルや 内線電 話 な どで 自由 に質問 す る こ とはで きた。 しか し、実際 の

とこ ろは質 問 は一度 も行 わ れ なか った。

初 め て活 動 に参加 す る場 合 に、不 明 な点 が発 生す る のは避 け られ ない こ とだが 、そ の疑 問 に対 して 問題

を解 決 で きる手 段が 十 分で あれ ば 、問題 が 防げ たか も しれ ない と考 え られ る。

3.考 察

以上 の4事 例 で は、 同 じシステ ム を用 い てい て も活動 の結 果が 大 き く異 なっ てい る こ とが わか る。 もち

ろん組 織 の人数 や年 齢層 な どが 異 な るので 、一概 に単 純 な比較 は で きない 。しか し、参 加者 がwiki上 に情 報

を蓄積 してい こ う とい う大 きな方 向性 は同 じで あ る。成 功 した事 例 と失敗 した事 例 で は、 どこが違 うので

あろ うか。 また、何 が 参加 者 の行動 に影響 したので あ ろ うか。

3.1.イ ノ ベ ー ター の 活 動 を普 及 させ る方 策

事例 を比 較 し、wikiを 導 入 しよ うと提 案 した者 の 意思 が、他 者 に普 及す る過程 の 異 な りに着 目 した。新 し

い技 術 が どの よ うに広 が っ てい くか につ い て研 究 したRogersの 知 見 は 、興味 深 い示 唆 を与 え て くれ る。

Roger(1983,p.247)は 新 しい技術 が 普及 す る過程 で 、そ の技術 を採 用 した者(Adopter)を イノベ ー ター

(lnnovator)、 初 期 少数 採 用者(EarlyAdopters)、 前期 多 数 採 用 者(EarylMajority)、 後 期 多 数採 用 者

(LateMajority)、 採 用遅 滞者(Laggards)の5つ に分類 し、そ れ らは正規 分 布 に従 う と した。 なお、 こ

れ らの用 語 は青池(2007,p.109)の 訳語 を用 い た。

イノベー ター

2.5%

初期

少数採用者

τ3.5%

前期多数

採用者`

34%

後期多数

採用者

34%

採用

遅滞者

16%

ヌー2σ ヌ1一σ 冥 π+σ

図7イ ノ ベ イ テ ィ ブ ネ ス に 基 づ く採 用 者 の カ テ ゴ リー 化Rogers(1983),青 池(2007)

今 回 のwikiを 用い た実 践 にお いて は、サ ンプル数 が少 ない た め、この ような分 布 曲線 を描 いて い る とは言

えないが 、筆 者 が 「イノベ ー ター」 であ り、 そ の後 に活動 に参 加 した者 は 「初 期少 数採 用者 」 であ る と言

えよ う。 青 池(2007,pp.190-191)は 「イノベ ー ターの活 動 が他者 に伝播 してい く仮定 におい て、意 図 的

なメ ッセ ージで は ない 、偶 発 的 に成 立 して いる イ ンフ ォーマ ル なイ ン ターパ ー ソナル ・コ ミュニ ケー シ ョ
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ンは、 イノベ ー シ ョンの普 及過程 と大 きくかか わ りあ ってい る」 と指摘 して い る。 そ の理 由 と して 「社 会

システ ム内の情 報量 を高め る」こ と と、「イ ノベ ー シ ョンを採 用す る こ とに対 す る 人々 の抵抗 感 を弱 めた り、

その イ ノベー シ ョンを採 用 す る こ とが 、社会 的 に承認 され た行 動 で ある か も しれ ない とい う認識 の形 成 を

促 進」 す る と述 べ てい る。

つ ま、り、 イ ノベ ー ター の活動 が他 者 に普及 してい くため には、B常 の 中で他 者 とイ ンフ ォーマ ルな交 流

を持 つ(例 えば廊 下で の立 ち話 や 、会議 が始 まる前 の雑 談 な ど)が 重 要 であ る と考 え られ る。

その観 点か ら事例 を見直 してみ る と、筆者 の ゼ ミや芸 術学 部の 実践 と、法 人Yや 施 設Sで の 実践 を比較

した場 合 、筆 者 と参加 者 との コ ミュニ ケー シ ョンには大 きな違い が あ った。 これが 活動 の状 況 に大 きな違

い を与 えてい た と考 え られる。

3.2.シ ス テ ム環 境 、 お よび 組 織 の 環 境

それぞ れ の事 例 を比 較 し、 サポ ー ト体 制 の違 い に着 目 した。Joel&Barbara(2001,pp.46-47)は 大 学

な どでのITを 用 いた活 動 のサ ポー トの 形式 を、「ロー ン ・レ ンジ ャー(lonerangerン 型 」「ブ テ ィ ック(bou-

tique)」 「組織(systemic)型 」の3つ に分 類 して いる。 ちなみ に ロー ン ・レンジ ャー とは1950年 代 の西 部

劇 の ヒーロ ーの こ とで あ る。 ロー ン ・レンジ ャー型 はBate(200ρ,pp.59-61)に よって名付 け られ た形 態

で あるが 、柔 軟性 が あ り、大学 な どの 自 由な雰 囲気 の場 所 に適 して い るが、企 業 な どに よる制 作物 と比 較

す る と、rやは り見 劣 り して しまう欠点 が ある と指 摘 してい る。 その ため この 活動 は 「第2の 波 と して広 が

ってい かな い(Joel&Barbara,2001,p.46)」 と述 べ られ てい る。 また、Joelら はブ テ ィ ック型 に は拡張 性

に乏 しい と指摘 す る一 方 、最適 の サポ ー ト体 制 で ある と評価 してい る。 さらに、 ロ ー ン ・レンジ ャー型 は

どの大学 組織 で もあ りうる形式 で あ るが 、 それ らの 活動 を拡 張的 な(scalaUe)も の にす る組織 的 なサ ポー

ト体 制が 重要 であ る と指摘 してい る。

この よ うにサ ポー トとい う観 点 か ら事 例 を見直:すと、例 えば芸 術学 部 での事 例 と施設Sの 事例 で は、組

織 の中で のサ ポ ー ト体 制 のあ り方が 、活 動 の違 い を もた ら した と も考 え られ る。

3.3.ス トレス の 少 ない 操 作 性

前述 した芸術 学 部実践 での ア ンケー トで 「活動 に参加 しない理 由」 の 回答 で 「操 作が 難 しい と思 った」

とい う指摘 が あ った こ とに着 目 した。実際 、筆 者 の元 に は頻繁 にwikiの 操 作 方法 につ い ての 質問 が頻 繁 に寄

せ られ てい た。この こ とか らコ ンピュ ー タを用 い た複 雑 な操 作 に対 しての 抵抗 感 があ る こ とが推 測 され る。

CSCWで は コ ンピュー タの利 用 は不可 欠 であ るた め 、 コ ンピュー タ操作 で の脱 落者 を最小 限 に と どめ るた

め に、で きるだ け直感 的 なわ か りやす い イ ンター フェ イスが 望 ま しい と言 え よう。

3.4.次 の活動へ続けていく継続性

CSCWが 目指す 達 成 目標 は、その組 織 に よっ て異 な るが 、今 回の筆 者 の実践 の場 合 は、継続 的 な活動 が 求

め られ てい る。活 動 を継続 す るた め には、参 加者 が 自分 の行 動 に対 して 、満足 感 や達成 感 が得 られ る こ と

が大切 で あ る と考 え られ る。

例 え ば、ゼ ミナー ルで の実践 で は、 ア クセ ス数 が 増 える こ と、 ランキ ングが毎 日入 れ替 わ るこ と をモ チ

ベ ー シ ョンと して 活動 してい る学 生 が多 数 いた。また 、他 者が 使 ってい な い よ う・なwiki文 法 を駆使 してペ ー

ジ を装 飾 す る こζに満足 感 を感 じてい た者 もい た。 芸術 学部 の実践 の場 合 も、 自分 の制 作 した作 品 を客 観

的 に見 るこ とに充足 感 を感 じてい る参加 者や 、純粋 に書 くこ とが好 きな参 加者 、FD活 動 を効 率 的か つ効 果

的 に行 うため にwikiを 活用 してい る参加 者 な どが いた。また 、この よ うな回答:をした参加 者 はサ イ ト上で 多

くの書 き込み を行 ってい た り、継続 的 な活動 が見 られ る者で あ った。

この こ とか ら、 参加 者が 達成 感や 充実 感 を感 じるこ とで、 活動 の継 続性 が高 まる こ とが推 測 で きる。

3.5.DSPSモ デ ル の 提 案

以 上の 知見 をも とに、参 加者 がwikiな ど を用 い たCSCW環 境 におい て、活動 に参 加 し、行動 し、継続 す る

過程 をま とめ た もの を図8に 示 す 。 これ らの一連 の流 れ をDSPSモ デル と呼 ぶ こ とにす る。
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そ れぞ れの段 階 の概 要 は以下 の通 りであ る。

(1)Di伽sion(普 及)・ … ・・イ ノベ ー タの活 動 が他者 へ普及 す る段階

参加 者 は イノベ ー タの活 動 を知 り、影 響 を受 け1活 動 への 参加 を決 意 す る。 また 、活動 に参 加 した 自

分 の活動 が、他者 へ と広 が って い く過 程 も含 む。

(2)Suppo吐(サ ポ ー ト)… …活動 に対 す る組織 的 なサポ ー ト体 制 が構 築 す る ・されて い る段 階

何 か活動 を妨 げ る要 因(知 識 の不足 、PC環 境 の不備 な ど)を 取 り除 いた り解 決 す る体制 が構 築 されて

お り、活動 を促 進 す る役 割 を果 た して い る。 質問 者 が成長 し、サ ポ ー トに回 る こ ともあ る。

(3)Pa吐icipate(参 加)… … 実際 に活動 を行 う段階

直 感的 に操 作 しや すい 、 ス トレスの 少 ない イ ンタ ーフ ェイ ス を通 じて、CSCWに 参加 す る。

(4>Sustain(持 続)・ …・・行動 に対 す る満 足感 や達成 感 が感 じる こ との で き る段 階

参 加 した自分 の行動 に対 して 、満 足 感 や達成 感 を得 て 、次の 行動 に繋 げる。

3.6.そ れ ぞ れ の段 階 の 要 因 に つ い て

そ れぞ れの段 階 につ いて 、 ア ンケー ト結果 な どか ら導 かれ た促進 要 因 を表 に ま とめ た。

3.6.1.Di行usion段 階 「

表2=Dspsモ デ ルに お ける 「Di伽sion」 段 階 の促 進 要 因

……・…・　・・…・…・纒 灘 懸 灘 灘1覇

どんな入か知っている

'

会いに行く、来てもらう

'㈱iiiiiiiiii
…

出 、r".,.,L垂 灘

(D-Dイ ノベーターとの関係性

、…、　、嚢…　

(D-2)イ ノベー タとの コミュニケー シ∋ン
インフォーマルなコミュニケーションを

持ったことがある
会いに行く、来てもらう

{D-3}シ ステムの存 在 知っている 説明をしてもらう

〔D-4)シ ステムの 目的
詳しく知っている

内容に共感できる

目的を説明してもらう

共感できるような内容にする

〔D-5}場 の雰囲気
参加 しやすい

受け入れてもらいやすい
そのような場を作り、告知する

{

の一6}活動の参加者の同意

問題点などを認識し

ルールや問題がおきた場合の

対処法について共有 している

配布用の資料を作成

の一6輝三者への伝達性 伝えやすい

配布用の資料を作成

伝わるキャッチコピーを考える

示唆できる環境を作る
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この段 階 にお いて は、 イ ノベ ー ター とその他 の 者 との コ ミュニ ケー シ ョ ンを確 立 す る こと を目指 す.q理
い

想 は イ ンフ ォー マル ・コ ミュニ ケニ シ ョンな どに よる普及 で あるが 、会 議 な どの フ ォーマ ルな場 で の告知

も合 わせ て行.うこ と も、 組織 と しての 取 り組 みで あ る こと を訴 求 で きる効果 が あ る と考 え られ るご

また、 伊藤(2003,pp.43-44)に よれ ば、 プ ロ ジェ ク トの 目的が 参加 者 の問 で共有 され てい ない と、参

加 者 の活 動 の指針 が立 て に くいの で、初 期 のDifussion段 階か ら活 動の 目的 につい て、 はっ き りと示 してお

く必 要が あ るだ ろ う

3.6.2..Support段 階

表3:DSPSモ デ ルに お ける 「Suppon」 段階 の促 進 要因

i二iξ顕 毛踵'三'=';=・

iiiiiiiii難lili

参加のための方法を告知

簡単なチャートなどを作成 ・

毛1、11,,',,,,・1{'
'

灘 鞘,_雛 糞iii蒙灘 、購 綴、…、…、…、…馨

(Su-D参 加の容易さ

養
.同"擢"

参加するために、1何をどうすれば

よいのか理解している

5=1,榊榊=く・=く・榊榊=`く

配 布

.〔Su-2)初期の質問への対応 わからないことがある時に

黄問ができる.
参加者用の資料作成

(Su-3)サ ポー トとの関係 性
気軽に質問ができる

繰り返し質問したくなる

普段からのインフォーマルコミュ土ケー

ションを心がける

〔Su-4)サポート情報の具現化
操作芳法にっいて何らかの

メティアを.持っている

サポートチームでの

FAQの 作成 ・共有

(Su-5)サ ポ ー トの対応
質問してもすぐに来てくれる

丁寧に説明してくれる
説明の技術の向上

〔Su-6)サ ポー トの場所
自分の使っている環境で

説明してくれる
出張して説明す.るように努める

(Su-7)サ ポー トの窓 口 誰が教えてくれるのかがわかる
.
サポートの存在の告知

〔Su-8)サ ポー トの人 数 いっも誰かが対応できる サポートのスケジュニル分担をする

(Su-9}サ ポー トの組織 化 サポート問の連携がある サポート間でのコミュニケーションを取る

〔Su-10}シ ステム トラブル
トラブル少ない

.メンテナンスフソー
安定したシステムの選択

トラブルが起きた場合のルール作成

この段 階で は 、参加 者 が活動 に至 る までの行 動 と、参 加 して か らの.行動 をサ ポー トす る。実 践 に参加 し

た者 の イ ンタ ビュー結 果 か ら、参加 者 の疑 問 を早期 に解 決 す る こ とが効 果が あ る こ とが分 か った。 また、.

メ ールや 電話 よ りも、.利用 者 の現場 に出 向 き行 うサ ポ ー トが好評 で あ った。 この 方法 で はサ ポー.トの 人的

リソー スは時 間 を要す るが 、 この サポ ー トを繰 り返 す こ とで質 問者 の知 識が 増加 し、学 習 を重 ね た質 問者

がサ ポ ー トの役 割 を果 た した事 例 も見受 け られた。

3.6.3、Participate段 階

表4:DSPS.モ デル に お ける 「Pa吐icipate」段 階の促 進要 因

灘 蜘羅 巽' 澱照
、 ・織綴

辮賜

㎜懸灘 灘難購灘懸難羅灘灘羅
苦情め受け付けの流れを作成

インターフェイスの改善
(P-1)操 作 方法

マニュアルがなくても

操作できるぐらい単純で明快

〔P-2)出 實 出費は必要ない コストの低いシステムの選択

(P-3)使用している専門用語
極力用いない。用いる場合も

初回は必ず説明を付ける

初心者による用語チェックを行い

問題点を修正

〔P-4)環境による差 マルチブラウザ対応 ブラウザめ差違をなくす

〔P-5)反 応 轍 マシン負荷の少ないインターフェイス

〔P-6)利用可能環境 低いスペックの環境でも動作
トラブル受け付けの流れを作成

利用技術の選択に注意

〔P-7)パ ス7一 ド なし

セキュリティ上必要な場合はなるべく
.ユーザーが任意に決められるようにする

忘れた場合のリマインドシステムの構築.

(P-8}操作手順の説明 オンラインヘルプあり
あったとしても利用されることは少ないと

思われるが、図を入れてわか りやすく作成

(P-9〕 レイ アウ ト 美しい・心地よい デザイナーによるデザインの改薔

実際 に利 用者 が コ ン ビ立一 タに触 れ 、活動 を行 う段 階 であ る。利 用 者 の参加 目的が ス ムー スに達 成で き

る ような 、可能 な 限 りわか りやす く操 作 しや す い イ.ンター フェ イスが 求 め られる。
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今 回 の芸術 学部 実 践の ア ンケ ー トに よる と、wikiの 活動 に参加 してい ない者 はパ ソ コンの操 作 に対 して

苦手 意識 を持 って いる こ とが わ か る。そ の ため、 イ ンター フェ イス部 分 を改善 す る こ とに よ り、 よ り多 く

の参 加者 の獲 得 に繋 が る と考 え られ る。

加 納(2006)はwikiとxooPsを 比 較 し、 入力作.業で はxooPsが 適 して い る と言 及 して いる。 本論 文で は

wikiに つ いて しか言 及 で きてい な いが 、他 の シス テム の良 い部 分 を取 り入 れて 、シス テム の改善 を図 るこ と

も重要 とな って くるだ ろ う。

3.6.4.Sustain段 階

表5DSPSモ デ ル にお け る 「Sustain」 段階 の促 進要 因

、.・=.=;=売

感じられる

照 、、、、、、、、、=、=、距雛 蓑灘 、懸 難 羅 、、、,、、、、、、、、、、、,螂…,購 蕪

{S-U自 分 へ の メ リ ッ ト

・;=:=5;=;=;=

インセンティブの工夫

ランキングや記事としての紹介など

(S-2)対抗意識 適度に感じられる

アクセスカウンタなどが望ましいが、

月別のアクセス数などを提示して、

逆転も可能な余地を残ず

(S-3}行動に対する反応 得られる
アクセスカウンタなどが望ましい。

掲示板などは荒らしや誹誘中傷があることを想定

(S-4)ア ウェアネス 他者の活動が感じ取れる
最新のOO件 、オンライン中の人数の表示など.

他者の存在を感じさせる

(S-5)ある程度の強制力 あり

こちらから強制せず

利用者が自分で決めることが望ましい

利用雪の1日 のサイクルや、

1週間のサイクルに組み込む工夫など

(S-6)活動の場での自分の居場所 作れる

新規ページを自由に作れるコンテンツの自由さと、

レイァウトの自由さを提供ずる

各自に適 した活動を示唆する

さ きほ どの ア ンケ ー ト回答 で も、学 生 か らの リァ クシ ョンや卒 業 生 か らの メール な ど、参 加者 は何 らか

の形 で 自 らが 参加 した行動 に対 しての 反応 を得 て い る。 この段 階で は まず個 人 の満 足度 を向 上 させ る こ と

が重 要で あ る。参 加者 によ って満足 を得 る行為 は異 なる ため 、 システ ム には柔軟 性 が必 要 にな る。 また 、

どの ような利 用 まで許 可 す るか につい て言 及 した表 現 コー ドが 必要 とな るだ ろ う。

4.ま と め

本論 で はwikiを 活 用 したcscwの 実践 を4件 分析 した。そ の結 果 、同 じシ ステ ム を用 い てい て も、活動 の

様 子 が大 き く異 な ってい た こ とが わか った。それ らの 違 い につ い て分析 し、CSCWを 活発 に行 うため の要 因

につ い て検討 しDSPSモ デ ルを提 案 した』 また、 それ ぞ れ の段 階 にお い て必 要 な条 件 な どにつ い て ま とめ

た。

今 回分 析 した事 例 はwikiを 中心 と した もの であ る が、他 のcscwシ ステ ム におい て も応用 が で きる と考 、

え られ る。 田 中 ら(2005)が 指 摘 してい る通 り、CSCWやCSCLを 行 うた めの シス テム は数 多 く存 在 してお

り、 システ ムの選 択 は今 後 さ らに難 し くな るだ ろ う。 さ らに、 システ ム の選択肢 が 増 え るこ とに よ り、他

の シス テム で行 われ た実践 の知見 の交 流 や、 事例 の共 有 な どが困 難 にな る こ とも考 え られ る。

その よ うな状況 で は シス テムの み を対 象 と した事 例 分析 だけ で は な く、 シス テ ム に依 存 しな いDSPSモ

デ ルの視 点 か ら分 析 を行 うこ と も有効 で あ る と考 え られ る。

まだ事 例数 が十 分 とは言 えない が 、 このモ デ ルの提 案 を叩 き台 と して、 よ り汎用性 のあ るモ デル と して

改 定 を続 け てい きたい。
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TheDSPSmodelandf血ctorsfacilit融tingtheCSCWactivity

SANOAkira

Althoughthewikisystemhasbeenreportedtobeusefulf6rCSCW(computersupportedOo-

operativework),fewarticleshavebeellwrittenabouttheenvironmentalfactors.Thisarticle

focusesonfburpracticesinvolvedinCSCWthataresupportedbythewikisystem.Theaims

and .systemsof晦esepractlcesareverysimilar,althoughwe.havefoundsignificantdifferences

intheirresults.Inthiscontext,.weaddressthef6110wingquestion:whatleads、tothesediffer-

ences?Thesefburpracticesareanalyze.dandthefburimportantstagesinparticipationare

identi五ed.Wecande且nethesefourstagesoftheparticipationcycleDSPS(diffuse,support,par-

ticipate,andsustain)model.TheDSPSmodelisauseful,newsupport.modelf6rCSCWman-

agement.


